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わ
た
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弟
が
言
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姉
ち
ゃ
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か
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ず
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は
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う
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げ
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う
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お
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は
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ま
っ
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と
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助
け
て
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げ
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ビ
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組

「
わ
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し
、
こ
れ
見
た
い
。
」

「
ぼ
く
は
こ
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い
い
。
」

（
わ
た
し
だ
っ
て
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ち
ば
ん
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初し
ょ

に
見
た
い
）

親
が
言
う

「
お
姉
ち
ゃ
ん
で
し
ょ
。
」

そ
う
か
　
わ
た
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長
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ゆ
ず
ら
な
き
ゃ

か
わ
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弟
と
妹
た
ち

わ
た
し
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し
っ
か
り
し
な
き
ゃ

だ
っ
て
う
ち
は
四
人
き
ょ
う
だ
い

自
分
を
お
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え
て
め
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ど
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き
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だ
っ
て
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長
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ら
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わ
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い
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も
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そ
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わ
ら
な
い
じ
ゃ
な
い

長
女
だ
か
ら
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お
姉
ち
ゃ
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っ
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れ
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…

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
わ
た
し
に

親
と
妹
が
言
う

「
お
姉
ち
ゃ
ん
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
」

そ
の
言
葉
に
救す
く

わ
れ
る

「 

わ
た
し
も
お
姉
ち
ゃ
ん
み
た
い
に
な
れ
る
か

な
。
」

そ
の
言
葉
に
わ
た
し
の
も
や
も
や
が
す
っ
き
り

と
晴
れ
る

「
な
れ
る
よ
、
き
っ
と
。
」

む
ね
を
張は

っ
て
笑え

顔が
お

で
こ
た
え
る

わ
た
し
は
長
女

長
女
で
よ
か
っ
た

今
ま
で
も
　
こ
れ
か
ら
も

文
詩
集
『
み
か
わ
の
子
』
第
62
号
よ
り

表
紙
の
絵
は
、
令
和
六
年
度
「
み
か
わ

彩
発
見
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
（
春
・
夏
の
部
）」

最
優
秀
賞
知
立
市
立
知
立
西
小
学
校
五
年

大
和
千
燈
乃
さ
ん
の
作
品
『「
み
な
ぎ
る

力
！
」
知
立
ま
つ
り
』
で
す
。

わ
た
し
は
長
女
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いよいよ夏休みです。計画的に学習したり，思い切り遊んだり，時間を上手に使っ

て，思い出に残る夏休みにできるとよいですね。

めりはりのある毎日を送るために，夏休みのめあてや１日の計画を立てましょう。

夏休みのめあて

【生活】

【学習】

【手伝い】

【やってみたいこと（体験）】

〈午前〉

6 7 8 9 10 11 12

〈午後〉

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

一日の計画 ［書き方の例］

〈午後〉

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

す
い
み
ん

昼
食

夕
食

お
手
伝
い

 

夕
食
作
り

〈午前〉

6 7 8 9 10 11 12

学
習

夏
休
み
の

�

日
誌

す
い
み
ん

朝
食

お
手
伝
い

運
動

NHK for School
「子ども！安全　リアルストーリー」

動画を視聴して安全に夏休みを過ごそう
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平泳ぎはこつさえ覚えてしまえば，クロールで泳ぐよりも少ない力で長いきょり

を泳ぐことができます。今年の夏は，ぜひ平泳ぎを練習してみよう。

□の中に，◎，○，△を書きましょう。
　（◎…よくできた，○…できた，△…もう少し）

④ 　ひざを曲げ始め，キック
のじゅんびをする。

⑤ 　うでをのばすと同時
にキックする。

　★①～⑤をくりかえす。

① 　からだをまっすぐ
のばす。

② 　ひじを曲げて水を
かく。

③ 　手で水をかいた後に顔
を上げ，こきゅうをする。

①　　　　　　　　　②　　　　　　　　　③

手を前にしっかり
のばす。

水をむねに
むかってかく。

手で水をかきこみ
ながら息をすう。

①　　　　　　　②　　　　　　　③　　　　　　　④　　　　　　　⑤

足をしっかり
のばす。

ひざをまげる。 足の親指を
外側に開く。

足の裏
うら

全体
でける。

足をのばす。

【平泳ぎのしせい】

【手の動きとこきゅうの練習】

【陸上でのキックの練習】

NHK for School
はりきり体育ノ介

「水泳（はりきり水泳ノ介）
〜平泳ぎに挑戦だ！〜」

平泳ぎのこつを動画で見よう！
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１　次の にあてはまる数をかきましょう。

　⑴　３.６９４は，１を こ，０.１を こ，

　　０.０１を こ，０.００１を こあわせた数です。

　　　６は の位の数字で，４は の位の数字です。

　⑵　７６０ｍ＝ km

　⑶　８７２１ ＝

２　次の数をかきましょう。

　⑴　３.７４を１０倍した数 （　　　　　　　　）

　⑵　８１５を１０分の１にした数 （　　　　　　　　）

　⑶　０.０２９を１００倍した数 （　　　　　　　　）

　⑷　０.１を６２こ集めた数 （　　　　　　　　）

　⑸　０.０１を４３０こ集めた数  （　　　　　　　　）

　⑹　２９０.６を１００分の１にした数  （　　　　　　　　）

３　４.８２という数について答えましょう。

　⑴　 １
１００

の位の数字は何ですか。  （　　　　　　　　）

　⑵　８は何の位の数字ですか。  （　　　　　　　　）

　⑶　４とどんな数をあわせた数ですか。  （　　　　　　　　）

　⑷　０.０１を何こ集めた数ですか。 （　　　　　　　　）

４　次の数の大小をくらべて，等号，不等号の記号をかきましょう。

　⑴　０.２５（　　　　　）０.２　　　 ⑵　６.０１（　　　　　）６.１
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４コママンガを読んで，ネット依
い

存
ぞん

にならないようにするためには，どう
したらよいのか考えよう。

女の子は，なぜ会話をやめられなくなったのだろう

ネット依
い

存
ぞん

にならないために，自分にできることを
書こう

おうちの方とスマホやネットを使用するときの約
やく

束
そく

を決めよう

コンテンツ依
い

存
ぞん 動画や音楽などのコンテンツに夢

む

中
ちゅう

になってしまい，やめられなくなっ
てしまう

つながり依
い

存
ぞん ネットを通して人とつながることが

楽しくなって，やめられなくなって
しまう

ゲーム依
い

存
ぞん オンラインゲームに夢

む

中
ちゅう

になり，や
められなくなってしまう

○ネット依
い

存
ぞん

の種類

身体面 視
し

力
りょく

低下，運動不足，骨
こつ

密
みつ

度
ど

低下　など

精
せい

神
しん

面 昼夜逆
ぎゃく

転
てん

，睡
すい

眠
みん

障
しょう

害
がい

　など

学業面 成
せい

績
せき

低下，授
じゅ

業
ぎょう

中の居
い

眠
ねむ

り　など

○ネット依
い

存
ぞん

により引き起こされる問題

文部科学省 / mextchannel
②身近にひそむネットの使い過ぎ（全編）

動画を試聴して
ネット依存について考えよう
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⑴

 

下

上 

手

 

流 

　 増

現

個
⑶

⑵

三

　上
の
漢
字
に
、
も
う
一
つ
漢
字
を
つ
け
て
二
字
熟
語
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。
わ
か
ら
な
い
時
は
、
漢
和
辞
典
を
使
っ
て
さ
が

し
ま
し
ょ
う
。

　
　（
例
）

じ
ゅ
く

一

　│
│
部
の
漢
字
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
必
要
で
あ
れ
ば
送
り
が
な
も

　書
き
ま
し
ょ
う
。

　⑴ 

人
数
が
ふ
え
る 
　⑵ 

げ
ん
い
ん

　
　⑶ 

で
ん
ぽ
う

　⑷ 

時
が
す
ぎ
る 

　⑸ 

し
り
ょ
う

　
　⑹ 

し
じ
を
出
す

　⑺ 

期
待
に
こ
た
え
る 

　⑻ 

よ
う
せ
き

　
　⑼ 

ふ
く
す
う

二

　次
の
漢
字
の
読
み
が
な
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

　⑴

　調

　査 

⑵

　確

　実 

⑶

　雑

　草

　
　

　⑷

　絶

　句 

⑸

　独

　立 

⑹

　画

　像

 

（

　
　
　
　
　
　） 

（

　
　
　
　
　
　） 

（

　
　
　
　
　
　）

 

（

　
　
　
　
　
　） 

（

　
　
　
　
　
　） 

（

　
　
　
　
　
　）
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１　次の長さや重さを小数で表しましょう。

　⑴　１㎞を３つ分，０.１㎞を５つ分，０.０１㎞を４つ分あわせた長さ
 （　　　　　　　）

　⑵　１０㎞を２つ分，０.１㎞を３つ分，０.００１㎞を６つ分あわせた長さ
 （　　　　　　　）

　⑶　０.１ を６つ分，０.０１ を２つ分，０.００１ を８つ分あわせた重さ

 （　　　　　　　）

２　次の数は，６.３４を何倍した数でしょう。

　⑴　６３.４ （　　　　　　） ⑵　６３４ （　　　　　　）

３　次の数は，２８. ４を何分の１にした数でしょう。

　⑴　０.２８４ （　　　　　　） ⑵　２.８４ （　　　　　　）

４　次の にあてはまる数をかきましょう。

　 　小数点から左の位は，順に一の位，十の位，百の位といいます。小数点から

右の位は，順に の位， の位， の位，または，

　小数第 位，小数第 位，小数第 位，といいます。

５　次の数をかきましょう。

　⑴　０.２５ １０倍した数 （　　　　　　　）

 １００倍した数 （　　　　　　　）

　⑵　５６.８２ １００倍した数 （　　　　　　　）

 １００分の１にした数 （　　　　　　　）

　⑶　７９ １００倍にした数 （　　　　　　　）

 １００分の１にした数 （　　　　　　　）

６�　右の□に，１，２，３，４の数を１つずつ

入れて，小数を作ります。３番目に大きい

数はいくつになりますか。 .
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どこの国のあいさつかわかるかな。線で結んでみよう。

United States of America
アメリカ合

がっ

衆
しゅう

国
こく

Japan
日本

Germany
ドイツ

India
インド

Brazil
ブラジル

Korea
大
だい

韓
かん

民
みん

国
こく

こんにちは！

O
オ ラ

l á !

H
ハロー

e l l o !

G
グーテン・ターグ

utenTag !

안
アンニョンハセヨ

녕하세요 !

न
ナマステ

मस्त े !

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・
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４　１ｍのねだんが１５０円の布があります。この布，４.２mの代金は何円ですか。

　　　式

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 答え　（　　　　　　　　）

１　　　　にあてはまる数字をかきましょう。

　⑴　１５.７３という数は，１０を　　　　こ，１を　　　　こ，０.１を　　　　こ，

　　 ０.０１を　　　　こあわせた数である。

　⑵　４２.１９５を１０倍すると　　　　　 になり，１００倍すると　　　　　 になる。

　⑶　２６０.８４を１０でわると　　　　　 になり，１００でわると　　　　　 になる。

２　次の計算をしましょう。

　⑴　０.３×０.１

　⑶　１０×０.２

　⑸　０.０７×２.９

３　筆算をしましょう。

　⑴ ⑵ ⑶ ⑷５.８
×０.６
────

７.３
×　６
────

０.２２
×　 ３.６
────

０.４５
×０.３４
────

ぬの

⑵　０.４×０.４

⑷　０.６×２

⑹　０.０９×０.４
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①～⑥の大陸と⑦～⑨の海洋の名前を答えましょう。また⑩～⑫にあてはまる

言葉を書きましょう。

①（　　　　　　　　　　　　）大陸

②（　　　　　　　　　　　　）大陸

③（　　　　　　　　　　　　）大陸

④（　　　　　　　　　　　　）大陸

⑤（　　　　　　　　　　　　）大陸

⑥（　　　　　　　　　　　　）大陸

⑦（　　　　　　　　　　　　）洋

⑧（　　　　　　　　　　　　）洋

⑨（　　　　　　　　　　　　）洋

⑩（　　　　　　　　　　　　）半球

⑪（　　　　　　　　　　　　）半球

⑫（　　　　　　　　　　　　）

大　陸 海　洋

⑫

① 大陸

⑩ 半球
※⑫よりも北の部分

※⑫よりも南の部分

※経度０°の緯線

⑪ 半球

③ 大陸

④ 大陸

② 大陸 ⑦ 洋

⑧ 洋

⑨ 洋

⑤ 大陸

⑥ 大陸
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１.２÷１.５ ＝（１.２×１０）÷（１.５×　　　　）

 ＝　　　　÷　　　

 ＝　　　

　整数のときと同じように，１.２と１.５をそれぞれ　　　　倍して計算すれば，

答えを求めることができます。

　⑶　１Ｌの重さは何　になるでしょう。 （　　　　　　　　）

１　油が１.５Ｌあります。重さをはかったら，１.２　ありました。この油１Ｌの重さは

　何　になるか考えましょう。

　⑴　１Ｌの重さを求める式をかきましょう。 （　　　　　　　　　　　　　　　）

　⑵　　　　にあてはまる数をかいて，計算の仕方を考え，説明しましょう。

３�　長さ７. ２ｍのひもを０. ９ｍずつ切ります。何本に切り分けることができる

でしょう。

　　　式

 答え（　　　　　　　　　）

２　筆算をしましょう。

⑴　１.８÷０.６ ⑵　７２÷２.４ ⑶　１０.４÷０.８

⑷　４.５÷０.０５ ⑸　０.２４÷０.８ ⑹　０.０３÷０.０５
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①（　　　）

②（　　　）

③（　　　）

⑦（　　　）

⑧（　　　）

⑨（　　　）
⑫（　　　）⑬（　　　）

⑮（　　　）

⑭（　　　）

⑪（　　　）

⑩（　　　）

⑥（　　　）

⑤（　　　）

④（　　　）

１　下の地図の（　　）に当てはまる語句を
　の中から選んで記号で書きましょう。

ア　飛騨山脈 イ　中国山地 ウ　奥羽山脈 エ　紀伊山地
オ　吉野川 カ　木曽川 キ　信濃川 ク　利根川　
ケ　石狩川 コ　関東平野 サ　濃尾平野 シ　筑紫平野
ス　庄内平野 セ　十勝平野 ソ　琵琶湖

ひ　だ おう う き　い

よし の き　そ しなの と　ね

いしかり のう び つく し

しょうない と かち び　わ　こ

２　次の文章は，日本の気候について書かれています。（　　　　　）にあてはまる言
　葉を下の から選んで，書きましょう。

　⑴　夏から秋にかけて，日本は（　　　　　）におそわれることがあります。特に，
　　沖縄や九州，四国地方は，その被

ひ

害
がい

が多い地
ち

域
いき

です。

　⑵　６月中ごろから７月にかけて，日本列島の大部分は雨雲におおわれ，いく日
　　も雨がふり続きます。これを，（　　　　　）と言います。

　⑶　季節によってふく方向が変わる風のことを（　　　　　）とよんでいます。
　　日本の上空では，夏には南東（太平洋）から，冬には北西（ユーラシア大陸）

　　からふいています。

つゆ　　　季節風　　　台風
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次の問題を解きましょう。答えになる数字がかかれているマスに色をぬりましょう。

①　０.２４を１００倍した数は 。

②　１５.６÷１３＝

③　一辺の長さが７cmの正方形の面積は ㎠。

④　４２.１９５㎞の
１
１０

の位，
１
１００

の位の数字は と 。

⑤　３００００００ｃ㎥は， ㎥

⑥　４０×０.８＝

⑦　０.６mで８４円のリボン１mのねだんは 円。

⑧　４０÷０.０８＝

⑨　１.２×８＋３.８×８＝（１.２＋３.８）×

⑩　１４÷６.２の商を一の位まで求めると，商は で余りは 。

１８０ ３００ ３２ ３.２ ０

１.６ ２４ ３ １.２ ５００

１４ ０.４ ４９ １６ ８

４ ０.２ １ ９０ ９

１３０ １４０ ５０.４ ２.４ ２

の数字に色をぬると，カタカナ

一文字になるよ。何と書かれているのかな。
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わたしたちのくらしの中では，毎日，様々な出来事が起こっています。インター

ネットやテレビ，新聞などを利用して，自分が興
きょう

味
み

をもったニュースについて，事

実と考えを区別してまとめましょう。

出来事が起きた日 　興味をもったニュースの見出し

　　月　　日

 ・ニュースのくわしい内容（絵や写真などを使用してもよい）

事実（だれが見ても明らかなこと） 考え（人によってちがうこと）

13

　　　　月　　　　日　　　　曜日
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4146

47
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0 200㎞

　下の地図を見て，次の問いに答えましょう。

１　右の地図で⑴～⑽の県名を表す番号を（　　　）に
　書きましょう。

　⑴　愛知県（　　　）

　⑵　岐阜県（　　　）

　⑶　徳島県（　　　）

　⑷　長野県（　　　）

　⑸　福島県（　　　）

　⑹　東京都（　　　）

　⑺　滋賀県（　　　）

２　国土の気候の特色について次の問いに答えましょう。
　⑴　季節によってふく方向が変わり , 日本の上空で夏は南東（太平洋）から , 冬は
北西（ユーラシア大陸）からふいている風の名前を書きましょう。

　　（　　　　　　　　）

　⑵　⑴のえいきょうにより , 冬の日本海側と太平洋側の気候はどのような特徴が
ありますか。

　　①日本海側（　　　　　　が多い）　　②太平洋側（　　　　　　が多い）

　⑶　夏から秋にかけて日本をおそい , 特に沖縄や九州 , 四国地方に大きな被害をも
たらすものは何ですか。

　　（　　　　　　　　）

⑻　広島県 （　　　）

⑼　高知県 （　　　）

⑽　鹿児島県（　　　）

14

　　　　月　　　　日　　　　曜日
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１　条
じょう

件
けん

を変えてインゲンマメの種
しゅ

子
し

が発芽するかどうかを調べる実験をしました。

⑴　発芽と温度の関係を調べるとき，ア～オのどれとどれを比べますか。　　　

　 （　　　　）と（　　　　）

⑵　発芽と空気の関係を調べるとき，ア～オのどれとどれを比べますか。

 （　　　　）と（　　　　）

⑶　発芽と水の関係を調べるとき，ア～オのどれとどれを比べますか。

　 　（　　　　）と（　　　　）

⑷　ア～オの実験で，発芽するものをすべて選び，記号で書きましょう。

　 　（　　　　　　　　　）

⑸　この実験からわかる，種子が発芽するために必要なものを３つ書きましょう。

　 　（　　　　）（　　　　）（　　　　　　　　　）

２　インゲンマメの種子を切って調べました。

⑴　㋑の部分は何といいますか。漢字２文字で書きましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　）

⑵　ヨウ素
そ

液
えき

をかけると青むらさき色に変化するのは，㋐，㋑のどちらですか。

 （　　　　　）

⑶　⑵から，次のようにまとめました。（　　）に入る言葉を書きましょう。

㋐

㋑

ア イ ウ
エ オ

　種子には発芽に必要な（　　　　　　　　　）とよばれる養分がふくま

れている。

15
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（例）

習

（例）⑵

⑴⑶

二

　虫
食
い
漢
字

　
　漢
字
の
一
部
分
が
虫
に
食
べ
ら
れ
ま
し
た
。
も
と
は
ど
ん
な
漢

字
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
下
の

　
　に
書
き
ま
し
ょ
う
。

⑴

る

⑵

す

実

　示

現

　照

乗

　試

増

　在

刷

　差

スリー ツー ワン

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

一

　ワ
ン
・
ツ
ー
・
ス
リ
ー
で
漢
字
を
つ
く
ろ
う

　
　例
の
よ
う
に
、
ワ
ン
・
ツ
ー
・
ス
リ
ー
の
カ
ー
ド
を
う
ま
く
線

で
つ
な
ぎ
、
で
き
る
漢
字
を

　
　に
書
き
ま
し
ょ
う
。

三

　送
り
が
な
の
輪

　
　円
の
中
の
送
り
が
な
が
つ
く
漢
字
を
下
か
ら
選
び
、
す
べ
て
書

き
ま
し
ょ
う
。

わ

16

　　　　月　　　　日　　　　曜日
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２.５ ８８ ４.５ ３.９６ １.７５ ６.３

×÷×÷×÷
２.３
×５.９
────

８.２
×３.５
────

０.０５
×　５.６
────

９.４
×２.０５
────

３　筆算をしましょう。

⑴　４. ５÷０.０５ ⑵　０.２４÷０.８ ⑶　０.６５÷５

１　筆算をしましょう。

　⑴　　　　　　　　  ⑵　　　　　　　 　 ⑶　　　　　　　　  ⑷

２　わり切れるまで計算しましょう。

　⑴ ⑵ ⑶

４　商が１５より大きくなるのはどれですか。計算をしないで見つけて記号で答えま

　しょう。

㋐１５÷０.６　　㋑１５÷１.１　　㋒１５÷２　　㋓１５÷１.９

答え（　　　　　　　　　　　）
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「月」（１月～１２月）を英語で書きましょう。

１月

５月

９月

２月

６月

１０月

３月

７月

１１月

４月

８月

１２月

January

February

March

April

May

June

July August September

October

November

December

18
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　一
枚
の
写
真
か
ら
、
様
子
や
人
物
の
気
持
ち
を
想
像
し
て
作
文

を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
い
つ
、
ど
ん
な
場
面
な
の
で
し
ょ
う
か
。

ど
ん
な
状
況
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
ん
な
気
持
ち
な
の
で
し
ょ
う

か
。
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
、
楽
し
く
文
章
を
書
い
て
み
ま

し
ょ
う
。

題

じ
ょ
う
き
ょ
う

19

　　　　月　　　　日　　　　曜日
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１　（　　）の中に入る言葉を考えて，体積の知識を確にんしましょう。

⑴　１辺が１㎝の立方体の体積は１（　　　　　）とかきます。

⑵　いれものにどれだけの体積が入るかを（　　　　　）といいます。

⑶　いれものの内側をはかった長さを（　　　　　）といいます。

⑷　１Ｌは（　　　　　）㎤です。

⑸　１辺が１ｍの立方体の体積は１（　　　　　）とかきます。

⑹　１㎥は（　　　　　　　）㎤です。

⑺　１ｋＬは（　　　　　　　）Ｌです。

２　（　　）にあてはまる数字をかきましょう。

１０cm

１０cm

１０cm

１m

１m

１Ｌ

１ｋＬ

１ｄＬ
１ｍＬ

１m

１cm

１cm

１cm

⑴（　　　　）倍 ⑵（　　　　）倍

⑶（　　　　　　　）倍

⑺（　　　　）倍

⑷（　　　　）倍 ⑸（　　　　）倍 ⑹（　　　　）倍

20

　　　　月　　　　日　　　　曜日
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人
に
敬け

い

意い

を
表
し
た
り
、
て
い
ね
い
に
言
っ
た
り
す
る
と
き
の

言
い
方
を
敬
語
と
言
い
ま
す
。

一 

　

中
に
、
当
て
は
ま
る
敬
語
の
種
類
を

か
ら
選

ん
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

⑴　 

　
話
す
相
手
や
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
人
の
動
作
な
ど
を
高

め
る
こ
と
で
、
そ
の
人
に
敬
意
を
表
す
言
い
方

⑵　 

　
自
分
や
自
分
の
身
内
の
動
作
を
低
め
る
こ
と
で
、
話
す
相

手
や
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
人
に
敬
意
を
表
す
言
い
方

⑶　 

　
話
す
相
手
に
対
し
て
、
事
が
ら
を
て
い
ね
い
に
言
う
言
い

方尊そ
ん

敬け
い

語ご

　
　
け
ん
じ
ょ
う
語
　
　
て
い
ね
い
語

二
　
次
の
文
中
の

│
の
言
葉
を
敬
語
に
直
し
ま
し
ょ
う
。

左
の

か
ら
選
ん
で
、（
　
　
）
に
記
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

⑴
　
先
生
が
本
を
く
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
　
　
　
）

⑵
　
ぼ
く
は
、
お
じ
さ
ん
か
ら
本
を
も
ら
っ
た
。
　（
　
　
　
）

⑶
　
校
長
先
生
が
給

き
ゅ
う

食
し
ょ
く

を
食
べ
る
。
　
　
　
　
　
　（
　
　
　
）

⑷
　
わ
た
し
は
、
先
生
に
意
見
を
言
う
。
　
　
　
　（
　
　
　
）

⑸
　
こ
れ
は
、
母
の
く
つ
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
　
　
　
）

⑹
　
父
は
、
早
く
ね
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
　
　
　
）

尊
敬
語

ア
　
め
し
あ
が
る
　
　
イ
　
く
だ
さ
っ
た

け
ん
じ
ょ
う
語

ウ
　
い
た
だ
い
た
　
　
エ
　
申
し
あ
げ
る

て
い
ね
い
語

オ
　
ま
し
た
　
　
カ
　
で
す

NHK for School
お伝と伝じろう

「目上の人と話すとき」
敬語の使い方について

深めよう！
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２　立方体の体積について答えましょう。

　⑴　立方体の体積を求める公式として，正しい言葉を（　　）に書きましょう。

　　　　立方体の体積＝（　　　　　）×（　　　　　　）×（　　　　　　）

　⑵　次の立方体の体積を求めましょう。

１　直方体の体積について答えましょう。

　⑴　直方体の体積を求める公式として，正しい言葉を（　　）に書きましょう。

　　　　直方体の体積＝（　　　　　）×（　　　　　　）×（　　　　　　）

　⑵　次の直方体の体積を求めましょう。

３㎝ ３㎝

８㎝

８㎝

９㎝

４㎝

９㎝

式

　

　　　　　　　　　　　　　　　　答え（　　　　　　　）

式

　　　　　　　　　　　　　答え（　　　　　　　）

式

　　　　　　　　　　答え（　　　　　　　）

①

②

22
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三

　同
じ
部
首
の
漢
字

　⑴ 　⑵　⑶　⑷　⑸　⑹

ま
ん
げ
つ

に
ん
め
い

よ
こ
な
が

き
ょ
う
か
い

し
ゅ
く
だ
い

ぼ
う
え
ん
き
ょ
う

か
せ
ん

か
め
ん

こ
う
せ
い

し
ょ
く
え
ん

あ
ん
ぜ
ん

ぎ
ん
こ
う

り
ゅ
う
こ
う

だ
い
ぶ
つ

ひ
ょ
う
ご

ち
き
ゅ
う

な
い
よ
う

て
つ
ど
う

次
の
漢
字
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

　

一

　形
の
似
て
い
る
漢
字

二

　似
た
意
味
を
表
す
漢
字

 

か
い
ぎ 

せ
い
ぎ

 

ち
し
き 
し
ょ
く
ぎ
ょ
う

 

し
ゅ
っ
ぱ
ん 

こ
く
ば
ん

　⑴

　

　⑵

　

　⑶　⑴ 

⑵

　⑶ 

⑷

  

か
い 

が 

ぞ
う 

か

 

き
ょ
う 

そ
う 

え
い 

き
ゅ
う

に

23
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加
か

熱
ねつ

には，ガスこんろやＩＨクッキングヒーターなどの調理器
き

具を使います。家

庭にある器
き

具の種
しゅ

類
るい

を確
たし

かめて，安全に適
てき

切に使えるようにしましょう。

【ガスこんろの使い方】
＜点火のしかた＞
①点火つまみ（器

き

具せん）がしまっていることを確
たし

かめて，ガスせんを開く。

②点火つまみをおしながらいっぱいに回す。火がついたことを確かめる。
　※火がつかなかったときは，「止」にもどし，もう一度おし回す。

＜消化の仕方＞
①点火つまみを「止」にもどす。
②ガスせんをしめる。

＜ほのおの調節
せつ

（火加
か

減
げん

）＞
横から見て，ほのおの大きさを確かめながら点火つまみを回して調節

せつ

する。

こんろを安全に使おう

強　火 中　火 弱　火
なべ底全体が火に当たる なべ底に火の先がつくか，

つかないか
なべ底に火があたらない

ガスもれに気づいたとき
・ガスせんをしめ，まどを開ける。
・ かん気せんなどのスイッチに
ふれない（スイッチを入れる
と火花が出て，引火するおそ
れがあるため。）

安全チェック

＜点火前＞

□かん気をしているか。

□ こんろの回りに燃えやすいものはないか。

＜点火後＞

□火がついているか。

□ 立ち消え，ふきこぼれで火が消えていな

いか。

＜消化後＞

□確
かく

実に火が消えたか。

□ガスせんはしめたか。

できればお家で
チャレンジ
してみよう！
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＝126～138

　次の楽
がく

譜
ふ

を見て，問いに答えましょう。

　

　⑴　下の文は　　 の読み方と説明です。（　）に数字を入れましょう。

　⑵　次の記号の名前を書きましょう。　

　　①　　　　　（　　　　　　　　　）　

　　②　　　　　（　　　　　　　　　）

　⑶　次の音ぷの階名を書きましょう。

　　①（　　　　　　　　）　②（　　　　　　　　）　
　　
　　③（　　　　　　　　）　④（　　　　　　　　）

（ ① ）分の（ ② ）びょうし
　♩を１ぱくとして，１小節に（ ③ ）はくあるひょうし

①（　　　　　）

②（　　　　　）

③（　　　　　）

練習しよう

① ② ③ ④

NHK for School
おんがくブラボー

「［器楽編］リコーダーをうまくふこう」
リコーダーを練習して上手になろう！
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１�　下の絵のような方法で，インゲンマメのなえを育てました。次の問いに答えま
しょう。

２�　植物の成長について説明した次の文のうち，正しいものには〇，まちがってい
るものには×を（　　　）の中に書きましょう。ただし，温度は植物の成長にとっ
て適

てき

当
とう

なものとします。

⑴ 　インゲンマメの成長と日光との関係を調べるためには，㋐～㋒のどれとどれ

をくらべるとよいですか。 （　　　と　　　）

⑵ 　インゲンマメの成長と肥
ひ

料
りょう

との関係を調べるためには，㋐～㋒のどれとどれ

をくらべるとよいですか。 （　　　と　　　）

⑶　この実験で使う土を次の A，Bから選び，記号で答えましょう。

　　Ａ　肥
ひ

料
りょう

をふくむ土　　　Ｂ　肥
ひ

料
りょう

をふくまない土 （　　　　）

⑷　いちばんよく成長するのは，㋐～㋒のどれですか。 （　　　　）

⑸　２週間たったころ，葉の色がうすくなってくるのは，㋐～㋒のどれですか。

（　　　　）

⑹ 　この実験から，植物の成長には何が関係することがわかりますか。２つ書き

ましょう。 （　　　　）と（　　　　）

⑴（　　　　）植物の成長には，肥
ひ

料
りょう

をあたえれば水は必要ない。

⑵（　　　　）箱をかぶせても，肥
ひ

料
りょう

をあたえれば，よく成長する。

⑶（　　　　） 箱をかぶせたなえを，１週間後に箱をとって日光に当てると，よ

く育つようになる。

㋐ ㋑ ㋒
明るいところ 明るいところ 暗いところ

NHK for School
理科 5 年　ふしぎワールド

「育つ植物」
植物の育つ様子を

見てみよう！
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今
は
昔
、
竹
取
の
お
き
な
と
い
ふ
者
あ
り
け
り
。
野
山

に
ま
じ
り
て
竹
を
取
り
つ
つ
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
に
使
ひ
け

り
。
名
を
ば
、
さ
ぬ
き
の
み
や
つ
こ
と
な
む
い
ひ
け
る
。

　
　
そ
の
竹
の
中
に
、
も
と
光
る
竹
な
む
一ひ
と

筋す
じ

あ
り
け
る
。
あ

や
し
が
り
て
、
寄
り
て
見
る
に
、
つ
つ
の
中
光
り
た
り
。
そ

れ
を
見
れ
ば
、
三さ
ん

寸す
ん

ば
か
り
な
る
人
、
い
と
う
つ
く
し
う
て

ゐ
た
り
。

（
①
　
　
　
　
）

（
②
　
　
　
　
）

（
④
　
　
　
　
）（
⑤
　
　
　
　
）

（
⑥
　
　
　
　
）（

⑦
　
　
　
　
　
　
）

（
⑧
　
　
　
　
）

（
③
　
　
　
　
）

① 

よ
ろ
づ
の
こ
と
　
　
　
　
　
　
　（
　
　
　
　
）

② 

あ
や
し
が
り
て
　
　
　
　
　
　
　（
　
　
　
　
）

③ 

い
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
　
　
　
　
）

④ 

う
つ
く
し
う
て
　
　
　
　
　
　
　（
　
　
　
　
）

「
お
く
の
ほ
そ
道
」・
　
　
　
・
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
、

「
平へ
い

家け

物も
の

語が
た
り」 

　  

・
　
　
　
・
月
日
は
百は

く

代た
い

の
過か

客か
く

に
し
て
、

「
徒つ

れ

然づ
れ

草ぐ
さ

」　
　
　
・
　
　
　
・
祇ぎ

お
ん
し
ょ
う
じ
ゃ

園
精
舎
の
鐘か

ね

の
声
、

一
　「
竹た
け

取と
り

物も
の

語
が
た
り

」
に
つ
い
て
、
問
題
を
読
ん
で
答
え
ま
し
ょ
う
。

　
⑵
　
次
の
言
葉
の
意
味
を

か
ら
選
ん
で
、
記
号
で

　
　
書
き
ま
し
ょ
う
。

二
　
次
の
古
文
に
合
う
書
き
出
し
を
選
ん
で
、
線
で
つ
な
ぎ
ま

し
ょ
う
。

ア
　
不
思
議
に
思
っ
て
　
　
イ
　
か
わ
い
ら
し
い
様
子
で

ウ
　
た
い
へ
ん
　
　
　
　
　
エ
　
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

⑴ 

　
次
の
文
で
使
わ
れ
て
い
る
昔
の
か
な
づ
か
い
を
、
現
代

の
か
な
づ
か
い
に
直
し
ま
し
ょ
う
。

NHK for School
おはなしのくにクラシック

「竹取物語」
を視聴してみよう。
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夏休みも半分過
す

ぎましたが，楽しく過
す

ごせているでしょうか。

１ページで決めためあてや計画が守れているか今一度ふり返ってみましょう。

できていることや今後がんばりたいことを書き出して，残りの夏休みを有
ゆう

意
い

義
ぎ

に過
す

ごしましょう。

【生活】【学習】

【手伝い】【やってみたいこと（体験）】
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二

　漢
字
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

⑴

　
　
　
　
　
　
　
　

 

へ
行
く
。  

⑵

　
　
　
　
　
　
　に
な
る
。

⑶

　目
を

　
　
　
　
　ま
す
。

　
　⑷

　
　
　
　
　
　
　を
調
べ
る
。

⑸

　
　
　
　
　
　か
に
す
る
。

　
　⑹

　
　
　
　
　
　
　
　の
見
学

⑺

　
　
　
　
　
　
　す
る
。

　
　
　⑻

　
　
　
　
　
　
　を
ま
く
。

　
⑼

　
　
　
　
　
　
　の

　

⑽

　
　
　
　
　
　
　び
を
す
る
。 

　⑾

　本
の

　
　
　
　
　
　

⑿

　
　
　
　
　
　
　を

　
　
　
　
　う
。

（

　
　
　
　
　
　

 

）
　
　
　
　
　

 

　（

　
　
　
　
　）

　
　（

　
　
　
　）
　
　
　
　
　
　
　（

　
　
　
　
　）

（

　
　
　
　）
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

　
　
　
　
　
　）

（

　
　
　
　
　）
　
　
　
　
　
　
　
　（

　
　
　
　
　）

（

　
　
　
　
　）
　（

　
　
　
　
　）

（

　
　
　
　
　）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

　
　
　
　
　）

（

　
　
　
　
　）
　（

　
　
　
　）

 

ひ
こ
う
じ
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　

 

だ
い
じ
ん

　
　
　
　さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

め
ん
せ
き

　

 

し
ず 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

は
く
ぶ
つ
か
ん

　め
い
れ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

ほ
う
た
い

　じ
っ
け
ん

　
　
　

 

け
っ
か 

　
　
　
　
　
　
　

   

み
ず
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

ふ
ろ
く

 
そ
つ
ぎ
ょ
う

　
　
　い
わ

一
　
同
じ
読
み
方
を
す
る
漢
字
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

漢
字
の
復ふ

く

習

② き
ょ
う

同
ぼ
金

① き
ょ
う

走
す
る
。

② 

し

験
を
受
け
る
。

① 

し

会
者
に
な
る
。

② 

健

こ
う

に
過
ご
す
。

① 

気

こ
う

が
い
い
。

② 

印

さ
つ

す
る
。

① 

観

さ
つ

す
る
。

⑴⑶

⑵⑷
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かきたいテーマが決まったら表し方を工夫してみましょう。

どんなところを工夫したらいいかな。

１　文字

２　絵

３　レイアウト

太く

立体的に かげをつけて

丸く ふちどり もよう

他にもいろいろなかき方があります。工夫してみましょう。
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１　次のローマ字を，ひらがなに直しましょう。

　⑴　suika	（　　　　　　　　　　） ⑵　panda （　　　　　　　　　　）

　⑶　otya （　　　　　　　　　　） ⑷　kingyo （　　　　　　　　　　）

３　ローマ字で自分の名前や，いろいろなことばを書いてみよう。

⑴ゆかた

２　次の言葉をローマ字で書きましょう。

⑶しゃしん⑵きっぷ

「Playgram タイピング」
タイピングの練習をしてみよう！
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見
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右う

近こ
ん

次じ

（
大お
お

沢さ
わ

謙け
ん

二じ

の
幼よ
う

名め
い

）
は
一
八
五
二
年
（
嘉か

永え
い

五
年
）、
当と
う

古ご

（
今
の
豊
川
市
当
古
町
）
で
神か
ん

主ぬ
し

を

し
て
い
た
大お
お

林
ば
や
し

美み

濃の

の
四よ
ん

男な
ん

と
し
て
生
ま
れ
、
厳き
び

し
い

父
の
も
と
で
文ぶ
ん

武ぶ

に
き
た
え
ら
れ
た
。
十
才
の
こ
ろ
、

す
ぐ
れ
た
才さ
い

能の
う

を
見
込こ

ま
れ
、
豊と
よ

橋は
し

藩は
ん

の
藩は
ん

医い

、
大お
お

沢さ
わ

玄げ
ん

龍
り
ゅ
う

の
養よ
う

子し

と
な
り
、
謙け
ん

二じ

と
名
を
改
め
た
。

あ
る
日
そ
の
養よ
う

父ふ

に
、
幕ば
く

府ふ

が
作
っ
た
江
戸
の
西
洋
医
学
所
に
行
き
、
洋

学
（
西
洋
の
学
問
）
を
学
ぶ
こ
と
を
勧す
す

め
ら
れ
た
。

「
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
は
、
西
洋
の
医い

術
じ
ゅ
つ

が
ま
す
ま
す
必ひ
つ

要よ
う

に
な
っ
て
く
る

は
ず
じ
ゃ
。」

養よ
う

父ふ

の
言
葉
を
胸む
ね

に
、
謙け
ん

二じ

は
江
戸
へ
向
か
っ
た
。

江
戸
で
は
、
辞じ

書し
ょ

を
引
き
な
が
ら
洋
書
（
外
国
の
言
葉
で
書
か
れ
た
本
）

を
書
き
写
し
て
勉
強
し
た
。
休
み
の
日
に
天
ぷ
ら
を
食
べ
に
出
か
け
よ
う
と

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

（
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
き
た
秀
し
ゅ
う

才さ
い

た
ち
が
、
夜
ね
る
間
も
お
し
ん
で
勉
強
し

て
い
る
と
い
う
の
に
、
こ
ん
な
に
の
ん
び
り
し
た
気
持
ち
で
は
だ
め
だ
）

と
、
自
分
で
自
分
を
し
か
り
つ
け
な
が
ら
部
屋
に
戻も
ど

り
、
勉
強
し
た
。

一
八
七
〇
年
（
明
治
三
年
）、
十
三
名
の
医
学
留
り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

の
一
人
に
選え
ら

ば
れ
た

謙け
ん

二じ

は
、
ド
イ
ツ
に
や
っ
て
き
た
。
ベ
ル
リ
ン
の
下
町
に
あ
る
み
す
ぼ
ら
し

い
ア
パ
ー
ト
の
一
室
で
、
同
室
の
池
田
謙け
ん

斎さ
い

と
と
も
に
、
初
め
て
ド
イ
ツ
の

冬
を
む
か
え
た
。
国
か
ら
の
お
金
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
う
え
に
、
ド
イ
ツ

の
暮く

ら
し
が
、
思
い
の
ほ
か
質し
っ

素そ

で
あ
っ
た
た
め
、
一
日
の
石
炭
の
割わ

り
当

て
が
限か
ぎ

ら
れ
て
お
り
、
よ
く
ス
ト
ー
ブ
の
火
が
消
え
た
。
ペ
ン
を
持
つ
手
に

息
を
ふ
き
か
け
て
も
、
長
続
き
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
謙け
ん

二じ

は
、
厳き
び

し
い

父
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
こ
ん
な
寒
さ
に
負
け
て
は
い
ら
れ
な
い
と
、
池
田

と
す
も
う
を
と
っ
て
寒
さ
を
こ
ら
え
、
勉
強
し
た
。

ド
イ
ツ
へ
わ
た
っ
て
二
年
後
、謙け
ん

二じ

は
ベ
ル
リ
ン
大
学
へ
入
学
し
た
。
だ
が
、

そ
の
一
年
後
、
政せ
い

府ふ

の
都
合
で
日
本
へ
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
。

帰
国
し
た
謙け
ん

二じ

は
、
東
京
医
学
所
（
後
の
東
京
大
学
医
学
部
）
の
助
手
を

し
て
い
た
が
、
も
う
一
度
、
ド
イ
ツ
へ
行
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
っ

て
い
た
。

（
医
学
所
の
先
生
は
、
ほ
と
ん
ど
が
外
国
人
だ
。
言
葉
が
わ
か
ら
ず
、
本
当

に
学
び
た
い
こ
と
を
教
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
早
く
日
本
人
の
中
か
ら
、

一
流
の
医
学
者
が
出
て
、
日
本
語
で
教
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば

だ
め
だ
。
そ
う
だ
。
そ
の
仕
事
を
わ
た
し
が
し
よ
う
。）

そ
う
決
心
し
た
謙け
ん

二じ

は
、
再
ふ
た
た

び
ド
イ
ツ
へ
留
り
ゅ
う

学が
く

す
る
こ
と
に
し
た
。
だ
が
、

そ
の
費ひ

用よ
う

は
す
べ
て
自
分
で
ま
か
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
謙け
ん

二じ

は
、

家
を
売
り
は
ら
っ
て
、
そ
の
費ひ

用よ
う

を
つ
く
っ
た
。

再
び
ド
イ
ツ
に
わ
た
っ
た
謙け
ん

二じ

は
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ヒ
大
学
に
入
り
、
五

年
間
「
生
理
学
」
の
研
究
を
続
け
た
。
帰
国
す
る
と
、
い
っ
し
ょ
に
留
り
ゅ
う

学が
く

し

て
い
た
池
田
謙け
ん

斎さ
い

と
と
も
に
東
京
大
学
医
学
部
の
教
き
ょ
う

授じ
ゅ

と
な
っ
た
。
つ
い
に

日
本
で
初
め
て
「
日
本
人
教
き
ょ
う

授じ
ゅ

」
が
誕た
ん

生
じ
ょ
う

し
た
の
だ
。

世
界
的
に
有
名
な
医
学
博は
く

士し

と
し
て
名
を
あ
げ
た
謙け
ん

二じ

は
、
教
き
ょ
う

壇だ
ん

に
立
つ

と
、
学
生
た
ち
に
、

「
あ
わ
て
な
く
て
よ
い
ぞ
。
根
気
強
く
、
最
後
ま
で
や
り
と
げ
な
さ
い
。」

と
、
や
さ
し
く
さ
と
す
よ
う
に
言
っ
た
。
実
習
で
は
、
最
後
の
学
生
の
実
験

が
終
わ
る
ま
で
寄よ

り
そ
っ
た
。
そ
の
誠せ
い

実じ
つ

で
熱
心
な
姿
は
、
大
学
を
は
な
れ

る
日
ま
で
変
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

大
正
時
代
初
め
の
、あ
る
秋
の
日
。
久
し
ぶ
り
に
大
沢
家
に
帰
っ
た
謙け
ん

二じ

は
、

出
む
か
え
た
人
々
に
こ
ん
な
話
を
し
た
。

「
わ
た
し
が
日
本
で
最
初
の
医
学
博は
く

士し

と
な
れ
た
の
は
、
養よ
う

父ふ

玄げ
ん

龍
り
ゅ
う

の
、『
こ

れ
か
ら
は
西
洋
の
医い

術
じ
ゅ
つ

が
必ひ
つ

要よ
う

に
な
る
』
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
そ
し
て
、
教
育
者
の
あ
り
方
を
、
厳き
び

し
く
も
愛あ
い

情
じ
ょ
う

を
も
っ
て
教
え
て

く
れ
た
実
父
美み

濃の

に
学
び
ま
し
た
。
わ
た
し
は
天
皇
陛へ
い

下か

か
ら
勲く
ん

章
し
ょ
う

を
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
二
人
の
父
と
、
幼
お
さ
な

き
わ
た
し
を
育
は
ぐ
く

ん
で
く
れ

た
ふ
る
さ
と
の
お
か
げ
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

西
に
か
た
む
い
た
日
が
、
石い
し

巻ま
き

山や
ま

を
か
が
や
か
せ
、
庭
に
は
や
わ
ら
か
な

風
が
ふ
い
て
い
た
。

 

（
あ
い
ち
の
偉
人
④
『
当
た
っ
て
く
だ
け
ろ
』　
愛
知
県
教
育
振
興
会
よ
り
）

二
人
の
父
の
教
え
（
大お

お

沢さ
わ

謙け
ん

二じ

）
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低い土地のくらし

　高い土地のくらし

低い土地のくらし低い土地のくらし

　高い土地のくらし　高い土地のくらし

１�　低い土地のくらしについて，（　　）にあてはまる言葉を下の から選

んで書きましょう。

　①（　　　　　　　）… こう水や高波などから人々のくらしを守るために作ら

れる。より高く強く作ることが大切である。

　②（　　　　　　　）… 川の流れや水路などを改
かい

良
りょう

して水
すい

害
がい

を防
ふせ

ぎ，水をくら

しや産
さん

業
ぎょう

に利
り

用
よう

できるようにすること。

　③（　　　　　　　）… 治
ち

水
すい

工事で川の流れが整えられて岸
きし

辺
べ

にできた，ふだ

んは川の水が流れていない平らな土地。

２�　高い土地のくらしについて，（　　）にあてはまる言葉を下の から選

んで書きましょう。

　①（　　　　　　　　　　）… 夏でもすずしい気
き

候
こう

を生かしてさいばいしてい

る作物のこと。

　②（　　　　　　　　　　）… ほかの地いきではあまりとれない，ふつうより

早い時期に出荷して，よりよい価
か

格
かく

で売れるよ

うに工夫するさいばい。

　③（　　　　　　　　　　）… ほかの地いきではあまりとれない，ふつうより

おそい時期に出荷して，よりよい価
か

格
かく

で売れる

ように工夫するさいばい。

※１か２のどちらかを選んで取り組みましょう。

河川じき　　堤
てい

防
ぼう

　　治水

よく制
せい

さいばい　　高原野
や

菜
さい

　　そく成さいばい
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１　次の雲の名前を書きましょう。

２�　下の写真は，気
き

象
しょう

衛星から送られてきた４月のある３日間の気
き

象
しょう

画像です。こ

れを見て下の問いに答えましょう。

⑴　雲の動きの図を見て，ア～ウを時間の順
じゅん

にならべましょう。

　（　　　　）→　（　　　　）→　（　　　　）

⑵　この図からわかることをまとめました。下の｛　｝から正しいものを選んで
○でかこみましょう。

　ア イ ウ

〈気象庁ホームページより〉

このころの日本付近では，雲が①｛東，西，南，北｝から②｛東，西，南，北｝

へ動いていくことがわかる。だから，天気もおよそ③｛東，西，南，北｝から

④｛東，西，南，北｝へと変わっていく。

⑴（　　　　　　　　　　） ⑵（　　　　　　　　　　）
〈札幌管区気象台ホームページより〉
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一
　
次
の
こ
と
わ
ざ
を
　
　
　
　
か
ら
選
ん
で
完
成
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

名
人
と
よ
ば
れ
る
人
で
も
失
敗
す
る
こ
と
が
あ
る
。

か
ん

⑴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
木
か
ら
落
ち
る

何
か
を
す
る
と
思
い
が
け
な
い
災さい
難なん
や
幸
運
に
出
会
う
こ
と
が
あ
る
。

⑵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
歩
け
ば
棒ぼ
う

に
あ
た
る

意
見
な
ど
を
言
っ
て
も
む
だ
で
あ
る
。

⑶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
耳
に
念ね
ん

仏ぶ
つ

小
さ
な
も
の
で
も
、
た
ま
っ
て
重
な
る
と
大
き
な
も
の
に
な
る
。

⑸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る

・
石
　
　
　
・
犬
　
　
　
・
馬

・
ち
り
　
　
・
さ
る

二
　
次
の
文
章
の
　
　
　
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
　
　
　
か
ら
選
ん
で

慣か
ん

用
句
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

苦
労
す
る
。

⑴
　
庭
の
雑
草
を
と
る
の
は
、
ほ
ね
が
　
　
　
　
　
　
　
　
。

互たが
い
の
気
持
ち
や
調
子
が
ぴ
っ
た
り
合
う
。

⑵
　
同
じ
チ
ー
ム
の
子
と
は
息
が
　
　
　
　
　
　
　
　
。

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
に
、
こ
ま
る
。

⑶
　
や
ん
ち
ゃ
な
弟
の
世
話
に
手
を
　
　
　
　
　
　
　
　
。

良
い
結
果
を
生
む
。

⑷
　
毎
日
漢
字
練
習
を
し
た
努
力
が
実
を
　
　
　
　
　
　
　
　
。

ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
、
相
手
に
き
ち
ん
と
確
か
め
る
。

⑸
　
明
日
、
五
時
に
公
園
に
集
ま
る
よ
う
に
　
　
　
　
　
　
　
を
お
す
。

自
分
の
手
で
、
大
切
に
め
ん
ど
う
を
み
る
。

⑹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
か
け
て
育
て
た
野
菜
は
お
い
し
い
。

・
結
ぶ
　
　
　
・
手
塩
　
　
　
・
折
れ
る

・
焼
く
　
　
　
・
合
う
　
　
　
・
念

⑷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
上
に
も
三
年

つ
ら
く
て
大
変
な
こ
と
で
も
、
辛しん
抱ぼう
し
て
続
け
れ
ば
い
つ
か
は
成
功
す
る
。
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本



１　　　　にあてはまる数字をかきましょう。

　⑴ ０.７＋９.５＋１.３＝９.５＋（　　　　＋１.３）

 ＝９.５＋

 ＝

　⑶ ５８×２.５×４＝５８×（　　　 ×４）

 ＝５８×　　　　

 ＝

　⑵ ２.５×３.２＝（２.５×　　　 ）×０.８

 ＝　　　 ×０.８

 ＝

⑷ ９８×１.５＝（　　　　－２）×１.５

 ＝　　　 ×１.５－　　　 ×１.５

 ＝　　　 －３

 ＝　　　　

２　４.８mのゴムひもを０.６mずつに切って，ゴム輪をつくります。　　　にあてはま

　る数をかきましょう。

　⑴　ゴム輪は何こできるかを求める式は，　　　　÷　　　　です。

　⑵　わられる数とわる数に同じ数をかけても，商は変わらないから，

　　　　　　÷　　　　＝（　　　　×１０）÷（　　　　×１０）

　　　　　　　　　　　＝　　　　÷　　　

　　　　　　　　　　　＝

３　１１０円のノート６さつと８０円のえんぴつを３本買って千円札を出しました。

　おつりは何円になるでしょう。

　　式

 答え（　　　　　　　　　）

ゴム輪は　　　　本できます。
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　　　　月　　　　日　　　　曜日

見
本



ゆで野菜サラダを作ろう
夏休みに，ゆで野菜サラダを作ってみましょう。おいしいゆで野菜サラダがで

きるとよいですね。お家の人にも，食べてもらいましょう！

１　材料や道具をそろえる。必要な分量だけ量っておく。
２　野菜をあらい，食べやすい大きさに切り分ける。
３　なべに水を入れて，それぞれの野菜をゆでる。
　にんじん　　→　水から入れて沸

ふっ

騰
とう

したら５分

　ブロッコリー→　沸
ふっ

騰
とう

した中に入れて２分から３分

　キャベツ　　→　沸
ふっ

騰
とう

した中に入れ再
ふたた

び沸
ふっ

騰
とう

するまで

４　調味料を混ぜ合わせ，中
ちゅう

華
か

ドレッシングを作る。

５　器にもりつける。

作った日にち　　　　月　　　　日

お家の人にも感想を聞いてみましょう！

材料と分量（１人分）
 にんじん　　 ２０
 ブロッコリー ５０
 キャベツ　　 ５０

（中
ちゅう

華
か

ドレッシング）
 しょうゆ　大さじ２
 さとう　　大さじ１
 ごま油　　大さじ１
 　す　　　大さじ２

（作り方の参考例）

感想

料理名 作った料理の写真，絵

材料

手順

作った料理のしょうかいをしよう。（工夫したところやがんばったところ，おいしいと思うところなど）

NHK for School
カテイカ

「サラダはゆで野菜でイカが？」
おいしくゆでる方法をみてみよう！
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見
本



　次
の
こ
と
ば
の
意
味
を
考
え
て
、
ど
ち
ら
の
こ
と
ば

を
使
う
か
国
語
辞
典
で
調
べ
て
、 

○
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑴

　い
が
い

　な
結
果
に
な
っ
た
。

⑵

　車
の
ス
ピ
ー
ド
が

　は
や
い
。

⑶

　食
べ
た
も
の
を

　し
ょ
う
か
す
る
。

⑷

　友
達
と

　夏
祭
り
で

　あ
う
。

⑸

　日
本
の

　じ
ん
こ
う
が

　増
え
る
。

⑹

　よ
い
考
え
が

　う
ま
れ
る
。

　国
語
辞
典
に
は
、
次
の
よ
う
な
使
い
方
が
あ
り
ま
す
。

・
こ
と
ば
の
意
味
を
調
べ
る
。

　こ
と
ば
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
と

き
や
、
自
分
の
意
味
の
と
ら
え
方
が

正
し
い
か
ど
う
か
は
っ
き
り
し
な
い

と
き
に
、
意
味
を
確
か
め
る
。

・
こ
と
ば
の
使
い
方
を
調
べ
る
。

　そ
の
こ
と
ば
が
、
ど
の
よ
う
な
使

わ
れ
方
を
す
る
の
か
を
、
国
語
辞
典

に
出
て
い
る
用
例
か
ら
知
る
。

・
こ
と
ば
の
書
き
表
し
方
を
調
べ
る
。

　音
が
同
じ
で
、
に
た
意
味
を
も
つ

こ
と
ば
が
あ
る
と
き
、
ど
の
漢
字
を

使
え
ば
よ
い
か
を
調
べ
る
。

　国
語
辞
典
の
正
し
い
使
い
方
を
身

に
つ
け
て
、
こ
と
ば
の
意
味
を
確
か

め
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

し
ゅ
う
か
ん

﹇ 

意
外 

・ 
以
外 
﹈

﹇ 

早
い 

・ 

速
い 

﹈

﹇ 

消
火 

・ 

消
化 

﹈

﹇ 

合
う 

・ 

会
う 

﹈

﹇ 

人
工 

・ 

人
口 

﹈

﹇ 

生
ま
れ
る 

・ 

産
ま
れ
る 

﹈

（例）

こ
の
辞
典
の
使
い
方

〔
三
〕
　見
出
し
語
の
な
ら
べ
方
と
引
き
方

⑴
見
出
し
語
は
、五
十
音
順（
あ
い
う
え
お
順
）

に
な
ら
ん
で
い
ま
す
。

①
最
初
に
「
あ
」
が
一
字
め
に
く
る
こ
と

ば
が
な
ら
び
ま
す
。
つ
ぎ
に
「
い
」
が

一
字
め
に
く
る
こ
と
ば
、「
う
」
が
一
字

め
に
く
る
こ
と
ば
、…

…

と
な
ら
び
、

最
後
に
「
ん
」
が
き
ま
す
。

②
同
じ
字
で
は
じ
ま
る
こ
と
ば
は
、
二
番

め
の
字
の
五
十
音
順
、
二
番
め
の
字
が

同
じ
と
き
は
、
三
番
め
の
字
の
五
十
音

順…
…

と
い
う
よ
う
に
、
同
じ
と
き
は
、

す
ぐ
下
に
く
る
字
の
五
十
音
順
に
な
ら

ん
で
い
ま
す
。

あ
い
じ
【
愛
児
】

あ
か
り
【
明
か
り
】

あ
き
か
ぜ
【
秋
風
】

い
き
お
い
【
勢
い
】

い
き
が
い
【
生
き
が
い
】

い
き
も
の
【
生
き
物
】

二
字
め
の
字
の

五
十
音
順

｝

三
字
め
の
字
の

五
十
音
順

｝

さ
い
し
ょ

さ
い 

ご

１　計算をしましょう。

　⑴　７０×０.４ ⑵　９×０.２ ⑶　１０×０.５

　⑷　０.９×０.２ ⑸　０.７×０.８ ⑹　０.６×０.６

　⑺　２×０.８ ⑻　０.６×０.０７ ⑼　０.５×０.０３

２�　次のかけ算の式で，積が１５より小さくなるものを全て選び，記号で答えま

しょう。

　　あ１５×０.９　 い１５×１　 う１５×１.３　 え１５×２ 　お１５×０.３

 （　　　　　　　　）

３　筆算をしましょう。

　⑴ ⑵ ⑶

４　たて１２.５㎝，横８㎝，高さ３.５㎝の直方体の体積を求めましょう。

　式
 答え（　　　　　　　　　）

５�　１ ２７０円のトマトを２.１ 買って，千円札を出しました。おつりは何円

になるでしょう。

　式
 答え（　　　　　　　　　）

４. ７
× ０. ６

３. ２
× ２. ６

０. １４
× ０. ２８
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　次
の
こ
と
ば
の
意
味
を
考
え
て
、
ど
ち
ら
の
こ
と
ば

を
使
う
か
国
語
辞
典
で
調
べ
て
、 

○
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑴

　い
が
い

　な
結
果
に
な
っ
た
。

⑵

　車
の
ス
ピ
ー
ド
が

　は
や
い
。

⑶

　食
べ
た
も
の
を

　し
ょ
う
か
す
る
。

⑷

　友
達
と

　夏
祭
り
で

　あ
う
。

⑸

　日
本
の

　じ
ん
こ
う
が

　増
え
る
。

⑹

　よ
い
考
え
が

　う
ま
れ
る
。

　国
語
辞
典
に
は
、
次
の
よ
う
な
使
い
方
が
あ
り
ま
す
。

・
こ
と
ば
の
意
味
を
調
べ
る
。

　こ
と
ば
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
と

き
や
、
自
分
の
意
味
の
と
ら
え
方
が

正
し
い
か
ど
う
か
は
っ
き
り
し
な
い

と
き
に
、
意
味
を
確
か
め
る
。

・
こ
と
ば
の
使
い
方
を
調
べ
る
。

　そ
の
こ
と
ば
が
、
ど
の
よ
う
な
使

わ
れ
方
を
す
る
の
か
を
、
国
語
辞
典

に
出
て
い
る
用
例
か
ら
知
る
。

・
こ
と
ば
の
書
き
表
し
方
を
調
べ
る
。

　音
が
同
じ
で
、
に
た
意
味
を
も
つ

こ
と
ば
が
あ
る
と
き
、
ど
の
漢
字
を

使
え
ば
よ
い
か
を
調
べ
る
。

　国
語
辞
典
の
正
し
い
使
い
方
を
身

に
つ
け
て
、
こ
と
ば
の
意
味
を
確
か

め
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

し
ゅ
う
か
ん

﹇ 

意
外 

・ 

以
外 

﹈

﹇ 

早
い 

・ 

速
い 

﹈

﹇ 

消
火 

・ 

消
化 

﹈

﹇ 

合
う 

・ 

会
う 

﹈

﹇ 

人
工 

・ 

人
口 

﹈

﹇ 

生
ま
れ
る 

・ 

産
ま
れ
る 

﹈

（例）

こ
の
辞
典
の
使
い
方

〔
三
〕
　見
出
し
語
の
な
ら
べ
方
と
引
き
方

⑴
見
出
し
語
は
、五
十
音
順（
あ
い
う
え
お
順
）

に
な
ら
ん
で
い
ま
す
。

①
最
初
に
「
あ
」
が
一
字
め
に
く
る
こ
と

ば
が
な
ら
び
ま
す
。
つ
ぎ
に
「
い
」
が

一
字
め
に
く
る
こ
と
ば
、「
う
」
が
一
字

め
に
く
る
こ
と
ば
、…

…

と
な
ら
び
、

最
後
に
「
ん
」
が
き
ま
す
。

②
同
じ
字
で
は
じ
ま
る
こ
と
ば
は
、
二
番

め
の
字
の
五
十
音
順
、
二
番
め
の
字
が

同
じ
と
き
は
、
三
番
め
の
字
の
五
十
音

順…
…

と
い
う
よ
う
に
、
同
じ
と
き
は
、

す
ぐ
下
に
く
る
字
の
五
十
音
順
に
な
ら

ん
で
い
ま
す
。

あ
い
じ
【
愛
児
】

あ
か
り
【
明
か
り
】

あ
き
か
ぜ
【
秋
風
】

い
き
お
い
【
勢
い
】

い
き
が
い
【
生
き
が
い
】

い
き
も
の
【
生
き
物
】

二
字
め
の
字
の

五
十
音
順

｝

三
字
め
の
字
の

五
十
音
順

｝

さ
い
し
ょ

さ
い 

ご
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　　　　月　　　　日　　　　曜日

見
本



１　計算をしましょう。

　⑴　４８÷０.８ ⑵　２８÷０.７ ⑶　５.６÷０.７

　⑷　０.３÷０. ５ ⑸　４.５÷０.０９ ⑹　０.０２÷０.０４

２�　もえこさんは，３０.４５÷３.５の計算のまちがいを下のように説明してい
ます。続けて説明しましょう。

３　筆算をしましょう。

　⑴　　　　　　　　　　　⑵　　　　　　　　　　　⑶

４　次の商を，四
し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

して１０分の１の位までの概
がい

数
すう

で表しましょう。

　⑴　　　　　　　　　　　⑵　　　　　　　　　　　⑶

　　商（　　　　　）　　　　 商（　　　　　）　　　　 商（　　　　　）

５�　９Ｌのお茶を，０.８L 入るびんに分けていきます。何本できて，何Ｌ余
あま

りま

すか。

　　式

 答え（　　　　　　　　　　　　　　）

もえこ

整数のところだけ計算すると， ３０.４５
２８ ０
　２ ４５  
　２ ４５
　　　 ０

３．５

８７

３　８. ７

２. １　７ １. ４　３４. ６ ９. ６　８. ５５

０. １２　３. ６０. ８　１. ５２
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３㎝ ３㎝

７㎝

９㎝

４㎝

３㎝ ３㎝

　　　　　　　　　　答え（　　　　　　）

４㎝

３㎝ ４㎝

８㎝

８㎝

１　次の立体の体積を求めましょう。

⑴　　　　　　　　式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 答え（　　　　　）

⑵　　　　　　　　式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 答え（　　　　　）

⑶　　　　　　　　式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 答え（　　　　　）

２　１辺が５㎝の立方体があります。この立方体と同じ体積で，たて２.５㎝，

　横１０㎝の直方体の高さは何㎝ですか。

式

８m

７m

１５m

１５m

２０m

４０m

５㎝

５㎝
５㎝ １０㎝

２.５㎝

□㎝
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１　次の音楽記号とそれにあう名前と意味を線で結びましょう。

２　音ぷの足し算をしましょう。答えを　　　　から選んで記号を書きましょう。

　　（　＝４分音ぷ）

　⑴♩＋♩　　　（　　　）
　⑵♩＋♩＋♩＋♩（　　　）

３　ピアノのけんばんの絵の下に楽譜があります。それぞれのけんばんから出る音

を楽譜に全音ぷで表してみましょう。（ドだけ，書いてあります。）

ド　レ　ミ   ファ ソ　ラ　シ　ド

・少し弱く

・半音上げる

・その音を短く切って
演そうする

・

・

・

・

・

・

・

・

・

スタッカート

シャープ

メッゾピアノ

ふがく

えん

㋐♪（８分音ぷ）　　　　㋑　（２分音ぷ）

㋒　（付点２分音ぷ）　　㋓　（全音ぷ）

♯

]

ふがく

（真ん中のド）

♩
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本



〈
連
想
メ
モ
〉

二
　
連
想
メ
モ
か
ら
言
葉
を
選
ん
で
、
詩
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

題
名

一
　「
夏
」
と
い
う
言
葉
か
ら
想
像
で
き
る
も
の
や
風
景
な
ど
、
思
い

う
か
ん
だ
こ
と
を
短
い
言
葉
で
「
連
想
メ
モ
」
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

夏

つ
め
た
い

あ
ま
い

か
き
氷

青

詩
を
作
ろ
う

詩
を
作
ろ
う

詩
を
作
ろ
う
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見
本



１　計算をしましょう。
⑴　５７８÷６.８ ⑵　４.８×７.３

⑶　０.７÷０.５６ ⑷　０.４９×２.３

２　問題を解きましょう。
⑴　０.４Ｌで８０円の油を１Ｌ買ったときの代金はいくらでしょう。
　　式

 答え（　　　　　　）

⑵　９Lの牛乳を０.３６Ｌのびんに分けると，びんは何本必要でしょう。
　　式

 答え（　　　　　　）

３�　高さが分からない直方体があります。たての長さは４㎝，横の長さが７㎝で
体積が１４０㎤でした。高さを求めましょう。

　式

 答え（　　　　　　）

４�　公園で遊んでいる人数を調べると，公園全体の人数の０.８倍が広場にいる人数，
広場にいる人数の０.５倍がしばふにいる人数でした。

⑴　下の図の□に当てはまる数をかきましょう。

⑵　公園全体の人数が６０人だとすると，しばふにいる人数は何人ですか。
　　式

 答え（　　　　　　）

⑶　しばふにいる人数が１４人だとすると，公園全体の人数は何人ですか。
　　式

 答え（　　　　　　）

公 園 広 場 しばふ

倍

倍 倍
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本



①

⑤

②③

④

１　地図を見て，次の問いに答えましょう。
　①～⑤の国の名前を書きましょう。
　また，下の説明文にあう国の番号を
それぞれ書きましょう。

①（　　　　　　　　　　）
②（　　　　　　　　　　）
③（　　　　　　　　　　）
④（　　　　　　　　　　）
⑤（　　　　　　　　　　）
・世界的な石油の産出国は（　　　）です。

・（　　　）は近年，工業が急成長し，「世界の工場」といわれています。日本とは，

文化や貿
ぼう

易
えき

など，古くから深いつながりがあります。

・日本のすもうでは，多くの（　　　）出身の力士がかつやくしています。

・次の国旗はどこの国のものでしょう。番号で答えましょう。

　　　（　　　　　）　　　　 （　　　　　）　　　　　（　　　　　）

２　地図を見て，次の問いに答えましょう。
　 　①～④の国の名前を書きましょう。
　また，下の説明文にあう国の番号を
それぞれ書きましょう。

①（　　　　　　　　　　）
②（　　　　　　　　　　）
③（　　　　　　　　　　）
④（　　　　　　　　　　）
・（　　　）は，世界で２番目に面積が広い国で，豊

ゆた

かな自然にめぐまれています。

・日系人が多く住み，カーニバルで有名な国は（　　　）です。

・（　　　）は，大陸全体が一つの国です。日本は，牛肉や小麦，石炭，鉄
てっ

鉱
こう

石
せき

な

どをこの国から輸
ゆ

入
にゅう

しています。

①

②

③

④
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見
本



１　次の文の（　　　）にあてはまる言葉を下の から選んで書きましょう。

　⑴　高い空に見られる，はけでかいたような白い雲で，すじ雲ともよばれている。

 （　　　）

　⑵　低い空に広がる厚
あつ

い，はい色または黒い雲で，雨をふらすので，雨
あま

雲
ぐも

ともよ

　ばれている （　　　）

２　次の⑴，⑵の文は，図のア，イのどちらの雲について説明していますか。（　　）
にア，イの記号を選んで書きましょう。

３　次の文で，積
せき

乱
らん

雲
うん

について正しいものには○を，まちがっているものには×を，

（　　　）の中に書きましょう。

　⑴　（　　　）夏の晴れた日の空に高く大きく広がる。短時間に大量の雨をふらす。

　⑵　（　　　）雨のふり方は強くないが，広い地いきに雨を長時間ふらすことが多い。

　晴れとくもりの天気は，およその（　　　　　　）で決められています。空全

体の広さを１０として，空をおおっている雲の量が０～８のときを（　　　　　），

９～１０のときを（　　　　　　）とします。

くもり　　　晴れ　　　雲の量　　　雲の色

ア　巻
けん

雲
うん

イ　乱
らん

層
そう

雲
うん

NHK for School
ふしぎがいっぱい（5 年）

「雲と天気」
いろいろな雲を見てみよう！
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一
　
次
の
漢
字
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

三
　
上
の
部
分
を
使
っ
て
、
次
の
こ
と
ば
を
漢
字
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

二
　
次
の
漢
字
の
読
み
が
な
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

　（
　
　
　
　
　
　
） （
　
　
　
　
　
　
） （
　
　
　
　
　
　 

）

⑴
　
原
　
因
　
　
　
⑵
　
指
　
示
　
　
　
⑶
　
雑
　
用

　（
　
　
　
　
　
　
） （
　
　
　
　
　
　
） （
　
　
　
　
　
　 

）

⑷
　
興
　
味
　
　
　
⑸
　
版
　
画
　
　
　
⑹
　
潔
　
白

⑴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑵

じ

つ

げ

ん

か

ん

こ

う

見

さ

か

み

ち

て

っ

ぱ

ん

⑶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑷

り

え

き

ふ
く
ぎ
ょ
う

刂

き

が

る

は

ん

け

い

圣

⑸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑹

き
ょ
う
し
つ

き
ゅ
う
き
ゅ
う

攵

が

ん

ぼ

う

じ

ん

る

い

頁

⑴
　
　
　
　
　
　
　
⑵
　
　
　
　
　
　
　
⑶

れ

き

し

か

こ

め
ん
せ
つ

⑷
　
　
　
　
　
　
　
⑸
　
　
　
　
　
　
　
⑹

が

ん

か

き

ん

し

ひ
ょ
う
が

⑺
　
　
　
　
　
　
　
⑻
　
　
　
　
　
　
　
⑼

か
く
じ
つ

ひ
ん
し
つ

さ

ん

み

反
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　楽しかった夏休みも終わりです。夏休み中にあったことやがんばったことで心に

残っていることを思い出して書き残しておきましょう。

夏休みを夏休みを
　ふり返って　ふり返って

二学期のめあてを書こう

生　活

学　習

【生活】

【学習】

【手伝い】

【体験】
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豊と
よ

田だ

佐さ

吉き
ち

は
、
日
本
で
初は

じ

め
て
、
自
動
の
は
た
お
り
機き

を
発

明
し
た
人
で
す
。

佐さ

吉き
ち

の
お
母
さ
ん
が
、
朝
か
ら
ば
ん
ま
で
、
こ
し
が
い
た
く

な
る
ほ
ど
ぬ
の
を
お
り
つ
づ
け
る
の
を
見
て
、

（
も
っ
と
楽
に
、
お
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。）

と
、
考
え
た
こ
と
が
始
ま
り
で
し
た
。

佐さ

吉き
ち

は
、
一
八
六
七
年
、
静し

ず

岡お
か

県け
ん

の
山や

ま

口ぐ
ち

村む
ら

（
げ
ん
ざ
い
の

湖こ

西さ
い

市し

）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

佐さ

吉き
ち

は
小
学
校
を
卒そ

つ

業
ぎ
ょ
う

し
た
あ
と
、
十
三
才
の
こ
ろ
か
ら
、

お
父
さ
ん
の
も
と
で
、
大
工
の
見
習
い
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
こ
ろ
は
、
上
の
学
校
に
進
ん
で
勉
強
を
続つ

づ

け
ら
れ
る
の

は
、
お
金
持
ち
の
家
の
子
ど
も
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

勉
強
が
好
き
な
佐さ

吉き
ち

は
、
と
き
ど
き
仕
事
の
休
み
時
間
に
、

学
校
の
教
室
の
外
に
す
わ
っ
て
、
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

あ
る
日
の
こ
と
。
佐さ

吉き
ち

は
、
教
室
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
お
話

に
、
強
く
興

き
ょ
う

味み

を
ひ
か
れ
ま
し
た
。

「 

ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
た
く
さ
ん
の
便べ

ん

利り

な
機き

械か
い

が
発
明
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
く
ら
し
ぶ
り
と
は
大
き
な
変へ

ん

化か

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。」

イ
ギ
リ
ス
で
発
明
さ
れ
た
蒸

じ
ょ
う

気き

機き

関か
ん

の
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ

て
汽
車
や
汽
船
が
発
明
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
、
先
生
が
話
し
て

い
ま
す
。

佐さ

吉き
ち

は
わ
く
わ
く
し
て
、
お
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

「 

ま
た
、
水
の
力
や
蒸

じ
ょ
う

気き

機き

関か
ん

を
利り

用よ
う

し
た
は
た
お
り
機き

が
発

明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
と
て
も
早
く
ぬ
の
を
お

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。」

こ
の
言
葉
を
聞
い
た
佐さ

吉き
ち

の
む
ね
に
は
、
す
ぐ
に
お
母
さ
ん

の
す
が
た
が
う
か
び
ま
し
た
。

「 

わ
た
し
た
ち
日
本
人
も
し
っ
か
り
勉
強
し
て
、
新
し
い
機き

械か
い

を
発
明
し
て
、
世
界
の
国く

に

々ぐ
に

に
負
け
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
。」

佐さ

吉き
ち

は
、
心
が
熱あ

つ

く
わ
き
あ
が
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

（
ぼ
く
も
、
そ
ん
な
仕
事
を
し
て
み
た
い
。）

こ
の
授じ

ゅ

業
ぎ
ょ
う

を
し
て
い
た
先
生
は
、
佐さ

吉き
ち

が
外
で
授じ

ゅ

業
ぎ
ょ
う

を
聞
い

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。
先
生
は
、
勉
強
熱ね

っ

心し
ん

な
佐さ

吉き
ち

に
感
心
し
、
外
国
の
発
明
家
の
こ
と
が
く
わ
し
く
書
か
れ
て

い
る
本
を
か
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
た
く
さ
ん
の
失し

っ

敗ぱ
い

を
重
ね
、
発
明
を
成な

し
と
げ
た
人
た
ち
の
苦く

労ろ
う

が
書
い
て
あ

り
ま
し
た
。

（
発
明
と
い
う
の
は
、
と
て
も
む
ず
か
し
い
こ
と
な
の
だ
。
だ

け
ど
、
絶ぜ

っ

対た
い

に
や
り
と
げ
て
み
せ
る
。）

さ
っ
そ
く
佐さ

吉き
ち

は
、
は
た
お
り
機き

の
研
究
を
、
始
め
ま
し
た
。

と
い
っ
て
も
、
何
も
か
も
自じ

己こ

流
り
ゅ
う

で
す
。

昔
な
が
ら
の
は
た
お
り
機き

を
観か

ん

察さ
つ

し
て
、
そ
の
仕
組
み
が
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
を
調
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
お
金
を
貯た

め
て
、

機き

械か
い

の
仕
組
み
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
を
買
っ
て
、
読
み
ま
し

た
。大

工
を
し
て
い
る
佐さ

吉き
ち

は
、
図
面
を
か
く
の
が
得と

く

意い

で
し
た
。

仕
事
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な
い
と
、

設せ
っ

計け
い

を
考
え
る
日ひ

々び

が
続
き
ま
す
。
佐さ

吉き
ち

が
作
ろ
う
と
し
た
の

は
た
て
糸
の
間
に
横
糸
を
通
す
作
業
が
、
片か

た

手て

で
か
ん
た
ん
に

で
き
る
よ
う
に
す
る
は
た
お
り
機き

で
す
。

し
か
し
、
お
父
さ
ん
は
、
佐さ

吉き
ち

が
発
明
に
夢む

中
ち
ゅ
う

に
な
る
の
を
、

よ
く
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

「 

上
の
学
校
も
出
て
い
な
い
お
ま
え
が
、
発
明
な
ん
て
ゆ
め
み

た
い
な
こ
と
を
い
う
の
は
や
め
て
、
大
工
の
仕
事
に
身
を
入

れ
な
さ
い
。
近
所
の
人
た
ち
も
、
み
ん
な
お
ま
え
の
こ
と
を

笑わ
ら

っ
て
い
る
ぞ
。」

そ
れ
で
も
、
佐さ

吉き
ち

は
あ
き
ら
め
ま
せ
ん
。

東
京
で
、
大
き
な
博は

く

覧ら
ん

会か
い

が
開
か
れ
た
と
き
に
は
、
出
か
け

て
い
っ
て
、
外
国
で
作
ら
れ
た
進
ん
だ
機き

械か
い

を
、
熱ね

っ

心し
ん

に
観か

ん

察さ
つ

し
ま
し
た
。

（
蒸
気
で
動
く
は
た
お
り
機き

も
あ
る
ぞ
。
て
っ
て
い
的て

き

に
研
究

し
て
み
よ
う
。）

二
週
間
も
の
間
、
毎
日
は
た
お
り
機き

か
ら
は
な
れ
な
い
佐さ

吉き
ち

に
、
会
場
の
人
は
い
や
み
を
い
い
ま
し
た
。

「 

い
く
ら
見
た
っ
て
、
外
国
の
人
が
作
っ
た
機き

械か
い

の
仕
組
み
が
、

わ
か
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。」

「 

わ
か
ら
な
い
か
ら
、
わ
か
る
ま
で
見
た
い
ん
で
す
。
日
本
人

に
だ
っ
て
、
作
れ
な
い
わ
け
は
あ
り
ま
ん
。」

こ
う
い
い
は
な
っ
た
佐さ

吉き
ち

は
、
い
か
り
に
ふ
る
え
て
い
ま
し

た
。佐さ

吉き
ち

が
作
っ
た
失し

っ

敗ぱ
い

作さ
く

は
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
で
す
。
失し

っ

敗ぱ
い

す
れ
ば
、
材ざ

い

料
り
ょ
う

は
む
だ
に
な
り
ま
す
。
佐さ

吉き
ち

は
い
つ
も
材ざ

い

料
り
ょ
う

を
買
う
お
金
に
苦
労ろ

う

し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
こ
う
自
分

に
い
い
き
か
せ
な
が
ら
、
ふ
ん
ば
り
つ
づ
け
た
の
で
す
。

（
あ
き
ら
め
る
も
の
か
。
か
ん
た
ん
に
発
明
を
成な

し
と
げ
た
人

な
ん
か
、
い
な
い
の
だ
か
ら
。）

そ
し
て
、
つ
い
に
…
…
。

「
や
っ
た
、
で
き
た
。
つ
い
に
完か

ん

成せ
い

だ
。」

一
八
九
〇
年
。
佐さ

吉き
ち

が
思
い
え
が
い
て
い
た
、
片か

た

手て

で
使
え

自
動
織し

ょ
っ

機き

を
発
明
し
、
「
ト
ヨ
タ
」
の
も
と
を
き
ず
い
た

豊
と

よ

田だ

佐さ

吉
き

ち

る
は
た
お
り
機き

を
完か

ん

成せ
い

さ
せ
た
の
は
、

二
十
三
才
の
と
き
で
し
た
。

「
佐さ

吉き
ち

…
…
、
ほ
ん
と
う
に
よ
く
が
ん

ば
っ
た
わ
ね
。」

だ
れ
よ
り
も
喜

よ
ろ
こ

ん
で
く
れ
た
の
は
、
お

母
さ
ん
で
す
。

し
か
し
佐さ

吉き
ち

は
、
こ
れ
で
満ま

ん

足ぞ
く

す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
研
究
を
続
け
、

六
年
後
に
は
日
本
で
初は

じ

め
て
の
自
動
で
動

く
は
た
お
り
機き

を
完か

ん

成せ
い

さ
せ
た
の
で
す
。

こ
れ
は
、
蒸

じ
ょ
う

気き

や
石
油
の
力
を
使
っ
た
は
た
お
り
機き

で
し
た
。

こ
の
は
た
お
り
機き

は
、
人
が
さ
わ
ら
な
く
て
も
、
自
動
的て

き

に
、

す
ば
や
く
糸
を
く
り
だ
し
、
短
い
時
間
で
着

ち
ゃ
く

々
ち
ゃ
く

と
、
ぬ
の
を
お

り
あ
げ
て
い
く
の
で
す
。

佐さ

吉き
ち

は
、
そ
の
機き

械か
い

を
つ
か
う
工
場
を
も
ち
ま
し
た
。

そ
の
工
場
で
作
っ
た
ぬ
の
は
、
お
り
目
が
き
れ
い
で
、
ど
れ

も
す
ば
ら
し
い
で
き
ば
え
で
し
た
。
東
京
の
大
き
な
会
社
か
ら

も
、

「
ぜ
ひ
、
そ
の
ぬ
の
を
買
い
と
ら
せ
て
ほ
し
い
。」

と
、
注
文
が
き
ま
し
た
。

佐さ

吉き
ち

は
さ
ら
に
努ど

力
り
ょ
く

を
重
ね
、
機き

械か
い

を
よ
り
性せ

い

能の
う

の
よ
い
も

の
に
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
つ
い
に
、
表
面
に
む
ら
が
な

く
、
美
し
く
じ
ょ
う
ぶ
な
ぬ
の
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
九
二
九
年
、
は
た
お
り
機き

を
世
界
で
い
ち
ば
ん
た
く
さ
ん

作
っ
て
い
る
、
イ
ギ
リ
ス
の
プ
ラ
ッ
ト
社
の
人
が
、
わ
ざ
わ
ざ

佐さ

吉き
ち

の
工
場
を
見
学
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

プ
ラ
ッ
ト
社
の
人
は
、
佐さ

吉き
ち

の
作
っ
た
機き

械か
い

を
じ
っ
く
り
と

観か
ん

察さ
つ

し
た
あ
と
に
、
こ
う
い
っ
た
の
で
す
。

「 

こ
の
は
た
お
り
機き

は
、
わ
が
社
の
も
の
よ
り
す
ば
ら
し
い
。

ど
う
か
プ
ラ
ッ
ト
社
で
、
あ
な
た
の
機き

械か
い

を
作
ら
せ
て
い
た

だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

プ
ラ
ッ
ト
社
と
け
い
や
く
を
し
て
、
佐さ

吉き
ち

は
た
く
さ
ん
の
お

金
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
で
す
が
、
佐さ

吉き
ち

が
な
に

よ
り
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、「
日
本
人
で
も
、
世
界
に
通
用
す

る
発
明
品
を
生
み
だ
せ
る
」
と
、
証

し
ょ
う

明め
い

で
き
た
こ
と
で
し
た
。

佐さ

吉き
ち

は
、
息
子
の
喜き

一い
ち

郎ろ
う

に
、
自
分
が
発
明
で
も
う
け
た
お

金
を
も
と
に
し
て
、
外
国
に
負
け
な
い
自
動
車
の
発
明
を
す
る

よ
う
に
す
す
め
ま
し
た
。

喜き

一い
ち

郎ろ
う

は
、
佐さ

吉き
ち

の
「
世
界
に
通
用
す
る
発
明
を
」
と
い
う

精せ
い

神し
ん

を
受
け
つ
い
で
、
自
動
車
の
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
し
て
、
世
界
中
で
知
ら
れ
て
い
る
「
ト
ヨ
タ
自
動
車
」
を
つ

く
り
あ
げ
た
の
で
す
。

粟あ
お
う生

　
こ
ず
え

令
和
６
年
度
版
　
楽
し
い
読
書
５
年
『
豊
田
佐
吉
』

 

愛
知
教
育
文
化
振
興
会
よ
り

　　　　月　　　　日　　　　曜日

見
本



見
本




